
地域再生計画・新パッケージ事業と連携した地域資源を（農産物）を活かした６次産業の起業化と地域

雇用創出【北海道江別市】

江別市は、札幌市に隣接した北海道西部に位置し、面積の約４割を占める農地を活用した都市型農業の推進や食

品加工産業の高付加価値化等に取り組む地域である。地域で生産される農産品や麦酵母を活用し新商品を開発する

事業、農業や飲食業において廃油や雪エネルギーを活用する事業等を実施することにより、１次産業（農業等）、２次

産業（加工業等）、３次産業（サービス業等）の連携等（６次産業化）を図り、雇用創出を目指す。

・事業を実施するために雇い入れる地域求職者の数：4名

え べ つ し

主な事業内容

□ 地域で生産されるハルユタカの麦稈を利用した紙の開発

・ﾏｹｰﾃｨﾝｸﾞﾘｻｰﾁ、ｻﾝﾌﾟﾙ生産、販路開拓、検証

□ 農業用機械に使用する精製廃油の開発

・ﾏｹｰﾃｨﾝｸﾞﾘｻｰﾁ、ｻﾝﾌﾟﾙ生産、販路開拓、検証

□ 雪エネルギーを活用した貯蔵庫の活用モデルづくり

・野菜の貯蔵、鮮度調査、飲食店での評価調査

□ 地場産品を活用した1.5次加工品の開発

・ﾏｹｰﾃｨﾝｸﾞﾘｻｰﾁ、ｻﾝﾌﾟﾙ生産、販路開拓、検証
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